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序 文

熊本県は海・里・山それぞれの地域で変化に富んだ豊かな自然が広が

っています。 それは自然にとどまらず、 そこに住む人々もまた特色ある

文化を育んできました。

豊かな海に固まれた海洋文化の天草・水俣芦北、 広大な平野と台地に

根づいた農業文化の玉名・菊池・熊本・八代、 火の山と険しい連山の中

に口を聞いた小宇宙にたくましく生活する農林業文化の阿蘇・球磨人吉

はそれらの代表的な地域となっています。

このような豊かな文化は一朝一夕に形成されたものでなく、 自然の生

態的な事象の変化に伴って、 太古から人聞が起こした歴史的事象の積み

重ねの上に成り立っています。 まさに伝統とはこのことであります。

本報告書の白川流域に位置する楠ノ木遺跡で生活した人々はこのよう

な伝統の積み重ねの中の一つであり、 日本が東アジアの諸国に遅れるこ

となく中国の律令体制を取り入れ、 初めて国家の運営を始めてからしば

らくたった時期に生きた人々です。

この人々の生きた証である遺跡の遺構や遺物はこの時期の政治、 経済

などを含んだ社会がどつであったかを知実に語ってくれます。

物質的な繁栄とともに文化的な充足感を求めるようになってきた現代

生活において、 このような埋蔵文化財の報告が文化財の保護とともに、

それらの活用に生かされることになれば幸いに思います。

なお、 発掘調査に際しましては、 熊本県農政部及び菊陽町をはじめ、

関係各位から多大なご協力を賜りました。 心から感謝申し上げます。

平成9年3月31日

熊本県教育長 佐々木 正 典



号一
口仔リ

本書 は 昭和58年菊 陽 地区県営圃場整備 事業 に伴 っ て 実施した埋蔵文 化財楠 ノ 木遺跡の発掘調査の報告書l 

で あ り 、 熊本県文化財報告第139集 で あ る 。

調査は熊本県 農政部の 依頼を 受け 、 熊本県教育委員会文 化課が実施した 。2 

発掘調査で の 遺構実測 及び写真撮影 は調査員で あ る 古森政次、 坂田和弘、 野田拓治 が行な った 。3 

遺物 整理及び報告書版下作成 は 昭和59年度と 平成 9 年 度に行っ た 。 昭和59年 度は熊本市健軍収蔵 庫で 行4 

い、 平成 9 年 度は熊本市 渡鹿収蔵 庫で行 っ た 。

遺物実測 は古森、 坂田 があ た り 、 版下作成 は 古森、 坂田 、 守江洋子、 西村美津恵 ら が行っ た 。5 

本書に使用した 地形 図 は 熊本県農政部 よ り 提供を 受け た 。6 

本書の 執筆・編集 は古森が行っ た 。7 

出 土した遺物 、 記 録した実測 図 や写真 は熊本県教育委員会文化課文 化財資料室(干862- 0970熊本市渡鹿

{列凡

3丁目 15- 12) で保管して いる 。

8 

本書の遺構配置図 に示した グ リ ッ ド は20m間隔で あ り 、 方位は真 北で あ る が、 遺構実測 図 に見 ら れる 方

位は 磁北で あ る 。

遺構及び、遺物 の 実測 図 に関 す る 凡例事項は それぞ?れの実測 図 の 最初の ページに記載して いる 。

1 
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第一章 調査の概要

第一章 調査の概要

第l節 調査の概要

昭和56年度から始ま った 菊池郡菊陽 町菊陽地区の 県営圃 場整備事業は 平成8 年 度を持って 終了した 。 その

間 多 く の遺跡が開発事業区の 中に存在して いた た め、 設計変更等で 保存された もの を除き 事前に記 録保存の

た めの 緊急発掘調査が実施された 。

それらは 昭和57年 度の 菊陽町梅ノ 木遺跡(担当:平岡勝昭 ・鶴嶋俊彦 )、 同58年 度の 楠ノ 木遺 跡(担当:古

森 政次 ・坂田和弘)、 同59年度の 久保田 中岡遺跡(担当:古森 政次 ・坂田和 弘)、 同60 ・62年 度の 六地蔵遺跡

(60年 度担当:村井真 輝・野田 拓治 、 62年 度担当:園村辰実・木崎康弘) で あ った 。 これら遺 跡からの 出土

品は 熊本県文化課文化財収蔵庫において 整理された 。

そして 、 重要な遺跡につ いて は 調査報告書が刊行されて いる 。 これま で 報告書が刊行された遺 跡は 梅ノ 木

遺跡及ぴ昭和62 年度の 六地蔵遺跡で あ る 。 今回の 楠の 木遺跡の 報告書 は これに続 く もの で あ る 。

熊本県教育委員会は 昭和58年 度菊陽 地区圃 場整備事業の 実施に伴い、 年 度当初に事業対象地域の 試掘調査

を実施し、 遺 跡範囲と文化財の埋没深度につ いて の 具体的な情報を得た 。

試掘担当者は 平岡と古森で あ った 。 試掘調査の 結果による と 当地域には 広 く 古代の 遺構 ・遺 物 が埋没して

お り 、 しかもその密度は かな り 濃い状況にあ る こと がわ かった 。

こうした 試掘結果をもとに熊本県教育委員会は 県農 政部 耕地第 一課と設計等につ いて 協議を行い、最終的

に今回報告を行う範囲が発掘調査を必要と す る ことで 協議がま とま り 、 発 掘調査が実施される こ と になった 。

調査面積 は 約 1O，OOOm2で あ り、 調査期間 は約 6 ヶ 月 を要した 。 なお、 調査の 組織は 以下の とお り で あ る 。

調査の組織

調査主 体:熊本県教育委員会

【発掘調査】

総括:岩崎辰也(文化課長)

林田 敏嗣(文化課課長補佐)

隈 昭 志(文化財調査係長)

担当:古森政次(文化財保護主 事)

坂田 和弘(文化課嘱託)

【報告書作成】

総括:大塚正信(文化課長) 専門調査員:板楠和 子(ル ーテル 大学文学部教授)

島津義昭 (文化課調査第 一係長) 調査協力者:網田 龍生、 高谷和 生、隈 昭志、 鶴嶋俊彦

担当:古森政次 (文化財保護主 事) 土橋理子、 美濃口雅朗、 松本健郎、 金田 一精

岡本勇 人、 山城敏昭 、水野哲郎

第2節 調査の方法と経過
調査の方法

調査は 重機 による 表 土剥ぎから始ま った 。 遺構面は 表土直下の 第 二層上面 で あ り 、平均して50佃の 掘 り 下

げと なった 。

その後、 測 量及び遺 構実測 に供す る た めの 正方形の 区画を 設定す る ための 杭打ちを 行っ た。 区画は20mX

- 1 -



第2節 調査の方法と 経過

20mを設定し、 その 四隅に杭を設置した 。 ま た 、 区画は 南北を真 北方向に振った 。 測 量具は トランシ ットを

使用した 。 なお、 標高は 圃場 整備 事業で 設置された基準点から移動した 。

遺構は 平面形や、 遺構どうしの 切 り 合い関係を確認す る た め、 必要に応じた 土手を残しながら、 ま た遺 物

は 調査員の 判断の もと 原位置に残す もの と 、 層 ごと に一括して取 り 上げる もの と に分け て 掘 り 進めた 。 その

後、 以下の 手順で発掘調査を進めた 。

①土手におけ る 土層 観察 ・写真 撮影、 必要に応じた 実測作 業。

②土手を除去し遺 物 出土状況の 確認、 その写真撮影 ・実測 。

③遺 物 の 取 り 上 げ。

④遺構内 の 付属施設の 確認・掘 り 下げ、 必要に応じた 写真 撮影、 実測 。

⑤完掘状態の写真撮影、 遺構配置平板測 量。

調査の経過

圃場整備 事業 と 文化財保護と の 調整は 「記録保存」 と いう妥協点を見いだして いる 。 つ ま り 開発 事業を実

施す る にあ た り 文化財を記 録 と して 保存す る と いう考 え 方で あ る 。

もちろん、 記 録は よ り 詳細なもの が最良で あ る が、 開発事業完了に向け た 時 間 的制 約 、 ま た 予算的な制約

によ り それは 均質なもの と は 必ずしもな り 得ない。

した がって 文化財の 調査にあ た って は 文化財保護側がその 文化財の 調査記 録を作 成す る にあ た って 必要最

低限の 内 容を把握し、 調査期 間 や調査 費用を算出す る こと が重要になって く る 。 す なわ ち、 試掘・確認調査

の 充実で あ る 。

と ころが楠 ノ 木遺 跡の 場 合には 開発 側の 圃場設計が先行し、 台地が削られる 地域内 で の 遺 跡の 存否を把握

す る に と どま り 、 遺 跡の 内 容を把握し、 開発 側に重要部分の遺 跡保存を協議に乗せ る こと がで き る ようなも

の で は なかった 。

ま た 、 通常圃場整備 の 工事は 米 作収穫後の11 月 から 3 月 ま で が施工期 間 と され、 なる だけ農 家の 作 付け に

影響が出ないようにされて いる 。 しかし、 文化財の 調査が入る と 基本的に一回の収穫を放棄し、 しかも文化

財調査が大幅に遅れる こと になれば次年 度の作付け もあ き らめなけ ればならない状況にあ った 。

した がって 、 文化財調査 は 少 な く と も工事期 間 を入れて次年度の 田 植え に間 に合うスケジ、ユール を計画す

る 必要があ った 。

す なわ ち、 調査面積 の 大小 にかかわ らず調査期 間 は 圃場整備の 最大限の 工事期 間 で あ る 4 ヶ 月 間 前の10月

いっぱいには 終了す る 必要があ った 。 した がって 、 当初から調査期 間 は 最大限 4 月 から10月 ま で の 7 ヶ 月 間

と 決定されて いる に等しかった 。

この 間 に試掘調査が入る こと によ り さらに本調査期 間 は 縮 ま る こと になる 。 この 条件は 調査面積が少 ない

場 合には 短期 間 で も対応が可能で、あ る が、 楠ノ 木遺跡で は 試掘調査の 結果約1O，000m2の 本調査が必要で あ る

こと が判明して いた 。

通常、 調査員ひと り が一 月 に調査を完了で き る 面積 は 頑張って も500ばで あ り 、 二人体制 で1000m2で あ る 。

計算では 最低で も 10 ヶ 月の調 査期 間が必要で あ った 。

この た め、 当初調査員二人体制 で 臨み、 後半にで き る 限 り の 調査員をつ ぎ込む計画で 5 月 23 日 に調査を開

始した 。 9 月 よ り 2 人の 調査員が増員と な り 、 10月 12 日 に調査を終了して いる 。 この 間 4 ヶ 月 と 20 日 を要し

た 。

ほほ予定通 り 終了した の は ひと え に作 業員と 調査員の がんば り で あ った 。 7 月 から土曜日 終日 調査が常態

と なって お り 、 9 月 からは 日 曜日 に調査員の みで の 実測作業が恒常化して いた 。 この ようなこと が二度と あ

って は ならない。

ワ白



第二 î;î 遺跡、の概要

第二章 遺跡の概要

第I節 遺跡の環境

1 地理的環境

楠の木遺跡が位置する周辺の地理的特徴は菊池台地と呼ばれる広範な台地地31�の広がりである。 この台地

を形づくる基盤は阿蘇カルデラ火山から噴出した火砕流堆積物である。

この火砕流堆積物は約30万年前から8万年前まで4度にわたって噴出し、 累積している。 火砕流は北九州

から 中九州、 それに南九州宮 崎 県北部まで及んでおり、 世界 ーの火砕流堆積物として知 られている。

第 1図 楠ノ木遺跡周辺の歴史及び地理的環境(上) と上井手・下井手の流路(下)
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第1節 遺跡の環境

県内 において は 東部 の 阿蘇地方は もと よ り 九州山地以西の平野部 に1 00mを越え る 厚さで 堆積 して お り 、 天

草地方の 本渡・五和 町で もその 堆積物 が認められる 。 た だ、 白 JIIから北にかけ て の 菊池・鹿本・玉名 地方は 有

明海に沿って 金峰山山塊や小 袋山山塊が南北に走 り 、 ま た 北部 は 福岡県と の 筑肥山地が横た わ って いる た め、

火砕流が袋小 路に入った ように流れが弱ま り 、 白 川以南よ り 一段高い台地を形成す る こと になった 。

その後、 一面 の 火砕流堆積 物 は 菊池川、 白 川、 緑川を中心と した 河川によ り しだいに浸食され、 沖 積 平野

になって い く 。 菊池川水系が造った 菊池・鹿本・ 玉名 平野、 緑川水系が造った 益城・城南・熊本平野は 豊か

な水団地帯と なって いる 。

と ころが、 白 川水系をみる と 支流が極端に少 ないこと もあ る が、 白川が熊本市 を過ぎ熊本平 野を流れる 下

流域を除き ま と ま った 沖積平 野を形成して いる の は 阿蘇カル デラ内 と 楠ノ 木遺跡が立地す る 菊陽町の 白 川流

域で あ る 。

これは 火砕流堆積層 が雨水の 吸水性に富むこと もあ る が、 火砕流堆積台地を東西 に割る ように走る 阿蘇・

島原断層 帯にそって 阿蘇カル デラから一気に熊本市 内 を通 り 熊本平 野にかけ 下る 流れが影響して いる 。

この ようなこと から楠ノ 木遺跡 は 白川中流域の 中で 唯一沖積平 野が広がる 地帯に面 して いる こと になる 。

2 歴史的環境

少 しミクロ的になる が l で 述べた 白 川中流域で 唯一発達して いる 沖積平野を中心と して 歴史的環境に触れ

て みる 。

旧石器時代の 遺 跡は 大津町陣内 遺跡 や瀬田 池の 原遺跡で ナイフ形石器が採集 されて お り 、 ほほ2万年 前後

から当地域で J 11に集 ま る 動物 や移動す る 動物 を糧と した人類が生活して いた こと がわ かる 。

その後、 縄文時代には 当地域の周 辺台地上や当地域の 白 川流域において 数多 く の遺跡が見られる ようにな

る 。 早期で は 大津町瀬田 裏遺跡 や無田 原遺跡など菊池台地から阿蘇外輪山山麓にかけ て 数多 く の遺跡が見ら

れ、 ド ング リ などを中心と した森 の 恵みを求めた人た ちが多数いた こと がわ かって いる 。

前期以降も遺跡 は 途絶え る こと な く 見られる が、 特に中期から後 期にかけ て 遺跡 が白 川に沿うように立地

して く る 。 大津町内 牧大鶴遺跡や内 牧遺跡、 菊陽町六地蔵遺跡や辛川遺跡 などは 白 川の水の 恵みを求めた人

た ちが多数いた こと がわ かって いる 。

弥生時代になる と 当地域は 白 川中流域で 唯一沖積平 野を水田 と して 稲作 が可能なこと から県下で も有数の

遺跡 が見られる ようになる 。 熊本市 石原亀の 甲遺跡や菊陽町梅の 木遺跡で は 多数の 竪 穴住居跡が発見され、

大規模な集 落が営 ま れて いた こと がわ かって いる 。 ま た 、 大津町 陣内 で は 幕末に書かれた 「陣内 史談」に銅

矛が出土し、 陣内 神社の 御神宝と なった こと が記 されて いる 。

そして 弥生時 代後期にこの 地域で特徴 的なこと は 多量の 武器を含めた 鉄製道具が出土して いる こと で あ る 。

これは 白 川流域の 遺跡 に共通す る もの で 白川流域の 歴史的特徴 と 考 え られる 。

いま ひと つ 注目される の が大津町西 弥護面遺跡で あ る 。 先の 鉄器を大量に出土す る と と もに弥生時代後期

の 三重の 堀をめぐらした 防御的集 落遺跡 と して 知られて いる 。 遺跡 は 当地域の 沖積平野の 北の 境界で あ る 台

地の 端に立地して お り 、 当地域の 集 団が三世紀の 社会動乱に際して 逃げ域的なd性格の遺跡 を造った と 考 え ら

れている 。

古 墳時 代になる と 、 集 落遺跡の 確認が少 な く なって いる 。 理由は よ く わ からない。 その 中で 菊陽町六道塚

古 墳や今石横穴古墳群などの古 墳が少ないもの の 確認されて いる 。 特に横穴古墳群は 菊陽町から熊本市 にか

け て の 白 川流域に密集 して お り 、 古墳時代の後期、 6 世紀以降再び当地域が活況を取 り 戻した こと がうかが

える 。

国家が成立し律令体制 がしかれる 古 代の 当地域は 肥後国合志郡に属す る こと になる 。 合志郡は 当初現在の

大津町・旭志村・菊陽 町・1四水町・合志町・西 合志町・植木町それに七城町の 一部 が含ま れる 広い範囲で あ

- 4 -



第二章 遺跡の概要

った が、 そ の後 植木町と 七城町の 一部が山本郡 と して 分離して い る 。

当地域は 当初の 合志郡 にして も 分離後の 合志郡 にして も 郡 の 中で は 南端に位置し、 南の 託麻郡 と 白 111を 挟

んで接して い た と 考 え られる 。ま た 、 稲作の 生産地と して みた 場合、 郡 内 の 南部 で は 唯一の ま と ま った 沖積

平野と して 生産性が高かった 地帯で あ ろう。楠 ノ 木遺 跡は この 地帯に存在す る 古代の遺 跡で あ る 。

当遺 跡と 直接関連す る かは 不明で あ る がこの 地域の水田 開発に関して『肥後国志H巻之五 合志郡 大津

手永jの 「上 井手Jと 「下井手」につ い て次の ような記載があ る 。

「上井手 川芥云寛永十三年 忠利君久保田 ノ 荒蕪ヲ憐ミ給ヒ白 川ノ 水ヲ割テ今ノ 上井手ヲ掘セ給ヒシ ト云

下井手 川芥云往古和 銅 年 中園司阿部 乙名 ノ 掘セシ 井手ト云 ( 阿部 乙名 トハ道ノ 君首名 ノ 事ヲ誤 リ 惇歎) 其

後天正十七年 加藤候領園ノ 時久保田 ノ 民ニ命シ テ縄張シ 埋レシ 井手ヲ再ヒ掘セ給フ忠贋候ノ世ニ到テ成 就ス

和 銅 ヨ リ 九百九十年 也ト云…J

この 上 井手と 下井手は 白川上 流の 大津町瀬田にそ の取水 口を も ち、 菊 池台地と 白川の聞に広がる 緩斜面 や

沖 積平野に農 業用水 を 供給す る 用水路 ( 第 l 図 ) で あ り 、 そ の 由来を 記 した も の で あ る が、 下井手の 前身が

和 銅年 間 に初代肥後国司と なった 道君首名 が造った と して い る 。

そ の真 偽の ほどは わ からない も の の 、 道君首名 が造った 用水路があ った にして も 現在の 下井手と 同 じ取水

口で は な く 、 よ り 下流で、 この 沖積平野の 東端、 現在の 大津町 陣内 あ た り に取水 口を 求めた 方が自然で あ ろ

つ。

おそ ら く 加藤秀忠によって 再び掘削改修された と した の は 、 瀬田 を 取水口と す る 新設の 用水路を 造る 際に

道君首名 が造った と される 既設の 用水 路を 利用したこと を 表して おり 、 水 路の 規模を 拡大した と 考 えられよう。

い ずれにして も 当地域で 下井手に関して 肥後国司であ る 道君首名 によ り 水 路が掘削された と す る 言い 伝え

が残された こと は 、 白 川に沿う当地域が律令体制 の も と 官による 農 業用水 用の 造成 がなされ、 少 な く と も 8

世紀には 現在の ような水 田 地帯になって い た こと を 物 語って い る ようだ。

おそ ら く 、 楠 ノ 木遺 跡が8 世紀に基盤整備された水 田 耕作 地帯と 関連す る 遺 跡で あ る こと は 間 違い ない と

ころで あ ろう。

第2節 遺跡の概要

楠 ノ 木遺 跡は 菊 陽 町久保田 字楠 ノ 木に所 在す る 。先述した ように白川中流域で 唯一形成 さ れた沖積 平野の

北東部 にあ り 、 平野と 北側台地からの びる 緩斜面が接す る 地点に遺 跡は所 在して い る 。

この 緩斜面 と 平野が接す る 地点には 細川忠利によって 掘削された と される 「上井手」が東西 に流れて お り 、

遺跡の 南を 区切って い る 。

遺跡は 東西300m、 南北200mと 東西 に幅広 く 広がった 8 世紀後 半から9 世紀後 半にかけ て の 奈良時代から

平安時 代にかけ て の遺 跡で あ る 。後述す る ようにそ の西 側には集 落的な遺構群、 東側には 官街 的な建物群が

存在して お り 、 遺 跡は 東へ拡張して い る こと が想定される ( 第2 図 ) 。

遺 跡内 には 集 落 を 形成す る 竪穴式住居跡、 土坑及び掘立柱式建物 が多数検出 され、 ま た 円形周 溝遺構や井

戸 状の 遺構など性格不明の 遺 構 も 検出されて い る 。

そ して 、 最 も 注目される の は 調査 区東部 端で 発見された三面 に庇 ( ひさし) を 持つ 建物 で あ る 。そ の 柱穴

からは 官人が身につ け る 腰帯に付け た金具で あ る 石帯 ( 巡方) や当時 で は 貴重な輸入陶磁器で あ る 中国越州

窯系青磁や中国産白 磁の破 片などが出 土 して い る 。これらの遺物 は この建物 が官街 的な建物 で あ る 可能性を

物 語って い る が、 どの ような官衝で あ ったの かは 他の遺構群と の 関係を 分析す る こと によ り 明らかになる も

の と 考 え られる 。
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第三章 調査の成果

第l節 I ・11区の遺構と遺物

東西約120m、 南北約50mの 範囲に42基の 竪穴式住居跡、 20基の掘 立柱式建物 跡、 25基の 土抗、 3 基の 円形

周溝遺構が検出された (第 3 図 )。

両調査区が接す る 部 分には 南北に延び、る 幅10mほどの 近世に属す る 大溝 が掘 られて お り 、 ま た 両調査 区の

中央部 には 東西 に延ぴる 幅 5 m以上の 大溝が存在し、 先の 南北の 大溝と交差して い る 。 この た め、 遺 構群配

置の 正確な把握は 困難で あ る が、 おおよその傾向はつ かむことがで き る 。 なお、 調査期聞が制 約 されて い た

た め、 この 近世の 大溝 は 未調査の ま ま で あ る 。

( 1)竪穴式住居跡とその出土遺物(遺構図 :第 6 図 ~ 第25図 、 遺物 図 :第26図 ~第40図 )

a) 検出状況

竪 穴式住居 跡42基の 全て に造 り つ け の 竃が存在す る 。 そ の ほとんど(36基) が北側の 壁際に造 り つ け られ

て お り 、 僅か( 6基) ながら東側及び西 側の 壁際に造られた住居 跡があ る 。 ま た 、 住居跡 の 大 き さは 3 mX

4 mの もの から 6 mX 7 mの もの ま で 幅があ る が、 E区に 大き な住居跡 が集 中す る 傾 向があ る 。

住居跡の 形 態は 長方形の もの と正方形 に近い もの の 2種が見られる 。 これに竃が長方形の 短辺側に付け ら

れる もの と長辺側に付け られる もの とを区別す れば、 当遺跡 には 少 な く とも 3種の 竪 穴式住居跡の 形態が見

られる ことになる 。 これに大 き さによる 違い を加味す ればそ れ以上になる が、 今後の 分析が必要で あ る O

I . II区で は住居 跡が重な り 合って い た の は 8 カ所 で 見られた がSI (08 � 10、 19 �21) の 6軒 を除け ば 3

軒 の 重な り 合い が最も多い 。 SI(08 � 10、 19 �21 ) も 2 カ所の 重な り 合い と考 え れば 3軒 の 重な り 合い が 2

カ所 とい うことになる 。 この 最大 3軒 の 重な り 合い は竪穴式住居 跡の 存続期聞を考 え る 上で 大変重要となる 。

b) 時期

1 . II区の竪 穴式住居跡 から出土した遺物 は土師器椀 (身・ 葦 ) ・ 杯(身・ 蓋 ) ・ 高杯 ( 身・ 蓋 ) ・皿・翠・

鍋、 須恵器椀(身・蓋 )・坪(身・ 蓋 )・高杯(身・ 蓋) ・ 皿・ 聾 ・ 査などがあ る 。 現在の 土師器 や須 恵器の 年

代観から判断す る と、 S 139出土の 土師器 皿(第39図 No 7 ) やSI07出土の 土師器杯蓋 (第26図 No 9 ・ 10) 、 SI

27・28出土土師 器皿、 S 132 �34 出土土師器椀(第37図 No14) などは その 器形の 特徴 や器内面 に回転ヘラ磨き

を施す などの 調整の 特徴 から 8 世紀中葉から9 世紀初頭の 時期 と考 え られる 。 そして S 113 ・1 4 ・ 18 出土 の 土

師器椀(第31 図 No 5 ) などは 最も新し く 10世紀前 半の 時期 と考 え られる 。

他の 竪 穴式住居跡 出土の 遺物 は もちろんこの 8 世紀中葉から10世紀前 半の聞の 時期 に位置づけ られる こと

になる が、 これらの 中心となる の は 8 世紀後半から9 世紀中葉の 時期 で あ る 。 た だ各住居跡の 正確な時期 決

定は なかなか困難で あ り 、 た とえ ば15年 ごとの 竪穴式住居配置の 変還などは 今後の遺物 の 細かな分析によ り

明らかにしなけ ればならない 課題と言え る 。

( 2) 掘立柱式建物跡とその出土遺物(遺構図 :第42図 ~ 第51 図 、 遺物 図 :第77図 ~ 第80図 )

a) 検出状況

掘立柱式建物 は そ の ほとんどが梁行き 2間×桁行き 3聞の もの で あ る o しかし、 SB27、 SB02 やSB04 ・ 1 1

の ように l間X 2聞や 2 間 X 2問、 2間X 4聞の もの も存在す る 。

ま た 梁行き の 1 聞の 長さは そ れほどの ばらつ き は 見られない もの の 、 桁行き の l聞の 長さは 建物 によって

かな り の 差があ る 。 SB02 . SB24 ・ 29 ・ 35などは 3 mに達しょうかとい う長さで あ る 。 なお、 SB04 ・ SB11

は 2間X 4聞の 建物 で あ る が、 桁行き の 柱配置に特徴があ り 、 SB04 で は 中央部 の 2聞が両端の l間よ り 明ら
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第三章 調査の成果

かに短く 、 SB11 で は 柱間 隔の 長短が交互に配置さ れて い る 。

ま た 掘立柱式建物 跡の 長軸方向は 東西の も の と 南北の も の があ る が、 ほほ半々の 割合で あ り 、 どちらかに

偏る 傾 向は 見せ て いない。

b) 時期

掘立柱式建物 跡出土遺 物 は それらの 柱穴から出土 し た も の で あ る 。遺 物 には 土師 器椀 ( 身・蓋 ) ・杯 ( 身・

蓋 ) ・皿 ・聾、 須 恵器椀 (身・蓋 ) ・杯 ( 身・蓋 ) ・皿 ・蓋・査などがあ る が、 出土点数が少 な く 、 時期 を明確

に言及す る こと は で き ない。た だ、 断片的な資料で は あ る がこれらの 遺 物 も ほぼ竪穴式 住居 跡 と 同 様の 時期

に存在 し て いた 可能性が高い。

( 3 )土抗とその出土遺物 (遺構図 :第84図 ~ 第1 00図 、 遺 物 図 :第116図 ~ 第120図 )

a) 検出状況

平面形が一辺1 m � 2 mの 正方形や 1 mX2 mほどの 長方形 を し て お り 、 50cm �1 . 5mほど掘 り 込んだ竪

穴と なって い る 。この 土抗の構造は は っき り と は し ない も の の 、 土抗の い く つ かには 底部 の 相対す る 壁際に

柱を据え た と 思わ れる 穴が一つ ずつ あ る こと から屋根を支え て い た 柱が 2 本立って いた と 考 え られる 。この

こと から、 土抗内 に柱穴が未発見なも の で も 何らかの 方法で 屋根が付け られて いた こと が想定で き る 。

b) 時期

1 . II区の 土抗内 から出土 し た遺 物 には 土師器椀 (身・蓋 ) ・杯 (身・蓋 ) ・皿 ・費、 須 恵器椀 (身・蓋 ) ・

杯 (身・蓋 ) ・皿・聾 ・壷・鉢などがあ る 。これらの 遺 物 の 時期 は 竪 穴式住居 跡出土遺 物 と ほと んど同 じ時期

と 考 え て よ く 、 SK02 出土土師器皿 ( 第116図 NQ5 ) は 内面 に回転ヘラ磨き が認められ、 8 世紀後 半 と 考 え ら

れ、 ま た 、 SK14出土の須 恵器椀 ( 第119図 NQlO) は 9 世紀後半の 時期 で あ り 、 遺 物 群の 中心は 8 世紀後 半か

ら9 世紀中葉にあ る 。

( 4 )円形周溝遺構 (遺構図 :第123図 ~ 第125図)

I . II区からは 深さ 30cm 前後の 浅い溝が円形に掘られた 円形周溝遺構 が 3 基検出さ れて い る 。溝幅は約80

cm、 外寸 直径が約 4 mほどの 規模で あ る 。この遺構の 用途は 未だ不明で あ り 、 ま た 、 時期 も 出土遺 物 がほと

んどない こと から不明で あ る 。た だ、 熊本県内 で は 当遺跡の ように古代 の 集 落遺 跡から検出さ れる こと が多

い こと から古代 の 遺構 と 考 え て よい かも し れない 。

出土遺 物 は 土師 器様の小破片 が若干出土 し て い る が、 器形は 判断で き ず時期 を限定で き て い なし\0

( 5 )調査区遺構検出面出土の遺物 (遺物図 :第130図)

耕作 土を取 り 除いた 地 山面で遺構の 検出作 業を行 うが、 その 際に出土 し た遺 物 で あ る 。この 遺 物 は基本的

には 耕作 土中にあ った も の と 考 え られる が、 完形に近い 土器も かな り あ り 、 竪 穴式住居跡や掘立柱式建物、

それに土抗などの 中にあ った土 器が耕作 の た め本来の 位置から離れ、 耕作 土の 下部 に堆積 し た も の と 考 え ら

れる 。

し た がって 、 各遺構の 遺 物 が混ざ り 合った も の と 考 え て よい が、 竪 穴式 住居 跡や土抗などが掘 り 下げられ

た遺構の 中に遺 物 が存在す る と い う遺構の構造から見る と 、 調査面 出土の 遺 物 は よ り 掘立柱式建物 に由来す

る も の が多い と 考 え て いいで あ ろう。

1 . II区調査面 出土遺 物 の 年代 は 8 c後半から9 c後 半ま で 幅を持って 出土して いる が、 9 c後半の遺 物

が量的には 多 く なって い る 。

( 6 )墨書土器など特別な出土遺物

1 . II区で は遺構内 や調査区面 から墨書 土器など特別な遺 物 が出土して いる 。

I 区で 7 基が重な り 合った住居跡群SI (08 �10、 19�21 ・26) からは 「首J . I田 J( 第27図 NQ3 ・8 ) 、 E

区の S123からは 「金J ( 第34図 NQ8 ) 、 E区で 3 基が重な り 合った住居跡群S 132 �34からは 「百田 J ( 第37図

- 9 -



第l節 1 . II区の遺構と 遺物

NQ17)、 同じ く E区で 3基が重なり合った 5I35・36・46からは 「三(従? )寺」・「三俣J(第38 図 NQ 6 ・1 1 )、

I 区調査区面 からは 「率九J(第130図 NQ24) の 墨書が出土して いる 。ま た 、 1 点の みで あ る がE区調査区面

から布目瓦片 が出土して いる 。瓦の 時期 は 不明で あ る 。

第2節 皿区の遺構と遺物

東西約50m、南北約40mの 範囲に3基の 竪 穴式住居跡 、 7基の 掘立柱式建物跡 、 4 基の 土抗、 それに須恵

器査埋納遺構 l基が検出された (第 3 図 )。

E区にも、 その西 端部及び中央部 の 南北に、 調査区北側には 東西 に近世 と 考 え られる 大溝が存在す る 。こ

の た め、遺構群配置の 正確な把握は 困難で、あ る が、 おおよその 傾 向は つ かむこと がで き る 。なお、 調査期聞

が制約 されて いた た め、 この 近世の 大溝 は未調査の ま ま で あ る 。

( 1)竪穴式住居跡とその出土遺物(遺構図 :第22 図 、 遺 物 図 :第40図 )

a) 検出状況

竪 穴式 住居跡 3基には 造りつ け の 竃が存在す る 。その 全て が北側の 壁際に造りつ け られて いる 。この 3基

の 住居跡 は 2軒が重なり合い、 他の 1軒が両者に接して いる 。この た め、 3軒が同時 に存在した 可能性は な

く 、 3 回の 建 て 替え を考慮す る べき で あ ろう。I . II区で も3軒 の 重なり合いが最大で あ り、集 落の 存続期

間 を知る 重要な事実で あ ろう。

b) 時期

E区の竪 穴式 住居跡 は 3軒 で あ り、その 出土遺物 は少ない。その 中で も5I42出土の 土師器皿(第40図 NQ 1 ) 

や須恵器椀(第40図 NQ2 ) は 8 c後半 � 9 c初頭の 時期 と 考 え られ、ま た 5I43出土の 土師器椀(第40図 NQ4 ) 

は 9 c中葉の 時期 と 思わ れる 。す なわ ち、 皿区の 竪 穴式住居跡群もI . II区と 同様の 時期 に営 ま れて いた と

考 え られる 。

( 2 )掘立柱式建物跡とその出土遺物(遺構図 :第52 図 ~第58図 、遺 物 図 :第78図 ・第79図 )

a) 検出状況

E区の 掘立柱式建物 は I . II区の それらと 異なり、 梁行き 2 間 ×桁行き 3聞の もの は 2軒で 、桁行 き 4聞

が l軒 、 桁行 き 5聞が3軒 と 総数 7軒 の うち桁行き が3 間 以上 の もの が 5軒 と ま と ま って 存在す る 。た だし、

2軒の 重なり合いが3 カ所 あ る こ と から、 おそら く 同時 には 4軒が配置されて いた ようだ。ま た 、 5B17・

19・20 ・21 ・22 ・23の 建 物 は その 軸線が平行し、 それぞれが3 � 5mの 間 隔で建 て られて おり、 掘立柱式建

物 を企画的に集 中して建 て た 可能性が高い。おそら く 、 これらの 6軒 は 同時 には 3軒 で あ ろうが、 E区の 東

から南にかけ て 企画的に配置した 掘立柱式建物群が広がって いる 可能性を感じさせ る 。

そして 5B22・23の ほと んどの 柱穴から出土した 炭化米 は これらの 掘立柱式建物群の 性格を予想させ る 。こ

の 炭化米 は 建 物 に収納されて いた 稲が、 何らかの 理由により建物 が火災になった 際に焼け た もの で あ り、 そ

れが柱穴に埋ま った と 考 え られる 。つ ま り、収穫稲を納めて お く 倉庫群と して 使用されて いた と 考え られる 。

通常、掘 立柱式建物 で 倉庫と される 特徴は l坪の 四隅に柱を立て る 総柱式で あ る が、 この E区の掘 立柱式建

物 の ように総柱で ないが、桁行き の 柱間 隔が狭い建物 は 倉庫と して の 役割 も 可能で あ った と 考 え た い。

b) 時期

皿区の 掘立柱式建物跡の 柱穴から出土した遺 物 は 少 ない。その 中からあ る 程度時期 が判別で き る 資料 と そ

の 時期 をあ げる と 、 5Bl7出土の 土師器皿・椀( 第78図NQ 1 � 4 ) は 9 c中葉~後葉、 5B19出土の 越州窯青

磁は 9 c後半(第78図 NQ25)、 5B21 出土の 土師 器皿・椀(第79図 NQ2 ・3 ) は lO c初頭 と 考 えられる 。

つ ま り、 E区の 倉庫群と 考 え られる 掘立柱式建物群から出土した遺 物 は ほぼ 9 c後半を中心と した 時期 で
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第 4圏 第 川区遺構配置 図

あ る 可能性が高いといえ る 。

( 3 ) 土抗とその出土遺物(遺構図 :第102図 ~第1 05図 、 遺 物 図 :第120図 )

a) 検出状況

散在して 4 基が検出されて いる 。 SK27は 掘立柱式建物と重なる が新旧関係は 把握で き なかった 。

b) 時期

E区の 土抗で時期 が判明す る 遺 物 が出土 して いる の は SK27で あ る 。 出土 した 遺 物 は 土 師 器皿 ・ 椀(第120

図 NQ12 �15) と 須恵器皿(第120図 NQ17�19) で、 9 c中葉~後葉の 時期 と考 え られる 。

( 4 ) 須恵器聾埋納遺構(写真 図 版PL1 02 �104)

E区SB20北側の 梁行 き 方向を西 に 4 mほど離れた 地点から直径約40cm、 深さ30cm の 小 穴に須 恵器短 頚壷

を直立して埋納した遺構を検出した 。 板状の 阿蘇溶結凝灰岩を蓋 と して お り 、 小 穴と 査の間隙は 特につ き 固

められた形跡 もな く 、 ま た 炭の 破 片す らな く 周 囲と同 質の土 が堆積 して いた 。 蓋 は 一部 欠け た ようで その 隙

聞から査の 中にも土が八分程度入 り 込んだ状態で あ った。

須恵器査は 短い頚部 を持ち丸底で あ る 。 内 面には 叩き しめた 際の 受け 木の 痕が残されて いる が、 外面は 胴

部 中央に叩き 痕を残し、 それ以外の部分は 叩 き 痕をなで 消して いる 。

査の 中には 遺 物 は な く 、 炭化物 や金属片ま た骨の破片なども皆無で あ った 。 通常この ような遺構 は 査(蔵
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第2節 E区の遺構と 遺物

骨器) の 中に火葬さ れた人の 骨を 入れた 墓地と し て の 性格が考 え ら れる 。 し か し 、 須恵器査の器形や調 整の

特徴か ら 見て 、 年代 がほぼ9 c後半で あ り 、 当集 落と ほぼ同 時期 にな る 。

この 時代 、 火葬に付 さ れる 人物 は 仏教 を 厚 く 信仰す る 有力者か 僧侶で あ り 、 一 般民衆で は あ り 得な い。 ま

た 、 集落内 に有力者や僧侶の 墓地を 造る こと は 考 え に く いこと で あ る 。

確か にE区の 竪穴式住居跡か ら 「三 ( 従? ) 寺 Jの 墨書が出 土 し て いる こと か ら 当遺跡の 近く に寺院が存

在 し 、 ここに蔵骨器が埋納さ れた 可能性も 否定は で き な いが、 周 辺地域の 古記録や伝承に も 寺 院の 存在は 見

聞で き な い。

現在の 段階で は この 遺構 を 地鎮祭に伴う 遺構 と 解釈 し て おき た い。 そ れは 当遺構の検出 地点が1 . II区の

集 落的な 遺構群と ( 3 ) で 言及 し た よう に倉庫群と し て の掘 立柱式建物群と の 境界に位置 し て いる 点を 重視

し た いか ら で あ る 。

( 5 ) 調査区遺構検出面出土の遺物 (遺物 図 :第131 図 )

E区調査面 出 土遺物 は少 な く 、 ま た 中世と 思われる 青磁片 な ども 出 土 し て いる 。 古代 の 土器の みを 見る と

8 c年代 の 遺物 は な く 、 9 c後半の 土器であ る 。

( 6 )墨書土器など特別な出土遺物

E区で は 墨書 土器 と と も に輸入陶磁器であ る 中国産白磁 も 出土 し て いる 。

墨書土器で そ の形 状がは っ き り して いる の は調査区面 で 発見さ れた 草木文 様が描か れた 土 師器椀 ( 第 131

図 NQ5 ) で あ る 。 この 土器は ほぼ9 c後半にあ た る 。 他に数点漢字と 思われる も の があ る が、 明確で は な い。

中国産白磁 ( 第78図 NQ25) は掘 立柱式建物SB19の柱穴か ら 出 土 し て いる 。 底部 は な く 、 口縁部 か ら 体部 の

破 片で あ る 。

第3節 N区の遺構と遺物

東西約60m、 南北約50mの 範囲に 6 基の 竪穴式住居跡、 10基の掘 立柱式建物跡、 9 基の 土抗、 2 基の 井戸

状遺構が検出 さ れた ( 第 5 図 ) 。

N区には 多数の 芋穴 が存在す る が、 調査区の西 側と 東側に南北に一直線につ な がる よう に掘 ら れて いる 。

この 芋穴 は 近世以降の サツマイモを 保存す る た めの 穴で あ る 。 当初、 芋穴 の 発掘 は調査期 間 の 制 約 があ る 中、

未発掘 の ま ま で調査 を 進める 計画で あ っ た が、 町区に重要な掘 立柱 式建物跡が多数検出 さ れた た め、 柱穴の

痕跡 を 確認す る 必要が生じた た め芋穴 を 完掘 し た 。

W区の 耕作土を 除いた遺構検出 面 は l�m区と 異な る 。 l�m区は 黄褐色土で あ る が、 W区は そ の 下層 に

あ た る 黒褐色土で あ っ た 。

黒褐色の遺構検出 面 の た め、 黒色を し た 遺構の 埋土を 判別す る の が難し く 、 遺構検出 にか な り の 時 間 を 要

し て いる 。 ま た 、 検出 し た 遺構 も 竪穴式住居跡 は 床面 ま で 浅 く 、 遺物 の 検出が困難で あ っ た 。 この よう な 状

況の 中で 見落と し た遺構 も か な り あ る も の と 思わ れる 。 特に掘 立柱式建物跡 につ いて は 、 基本 的に全て の柱

がそ ろっ て 初めて 認定して お り 、 lつ あ る い は 2 つ の柱穴 が足 り な い 企画性を 持っ た柱穴群は建物跡 と し て

認定 し て いな い。 おそ ら く 、 建物 の 実 数は か な り 増え る 可能性があ る 。

( 1 ) 竪穴式住居跡とその出土遺物 (遺構図 :第23図 ~第25図 、 遺物 図 :第40図 )

a) 検出 状況

竪穴式住居跡 6 基には 造 り つ け の 寵が存在す る 。 S149以外は 全て 北側の 壁際に造 り つ け ら れて いる 。 この

6 基の住居跡 は S 150とS 151が重なり合っ て い る 以外は 単独で 存在す る 。 これら の住居跡 の間隔を みる とS 150

�52の群と S 149 ・ 53 ・ 54の 群の 二 つ に大き く 分かれて いる が、 群内 の 互いの 間 隔は 3 m� 5 mほどにな っ て
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い る 。 おそ ら く この 間 隔が当時の住居 間隔と 想定 し で も おか し く な い 。 つ ま り 、 この 間 隔以下の 互い の住居

跡 は 時 間 差を 考慮す べ き な の か も し れな い。 今後、 1 . II区の 建物 群の 変遷を 考 え る 上で 大事で あ ろう 。

b) 時期

町区の 竪穴式住居跡 か ら は 遺物 の 発見は 少 な く 、 破片がほと んどで あ り 、 年代 を 示す よう な残 り の よい 遺

物 は ほと んどな か っ た 。 そ の な かで も S 152か ら 出土 し た須恵器皿 ・椀 ( 第40図 Nall ・12) は 8 c後半の 時期

で あ り 、 W区の 竪穴式住居跡 の 年代 を 知る 上で 重要であ る O

( 2 ) 掘立柱式建物跡とその出土遺物 (遺構図 :第65図 ~ 第75図 、 遺物 図 :第80図 ~ 第82図 )

a) 検出状況

N区の 掘 立柱式建物 は 1 . II区及びIII区の そ れ ら と 異な り 、 庇を 付 け た 建物 と 総柱 の 建物 が存在す る 。

SB33は 建物 東桁行 き 側に半聞の 庇、 SB37は建物 北梁行 き 側に半聞の 庇、 そ し て SB39は建物 の 東西 と 南側に

半間 よ り やや長めの 庇が付 け ら れて い る 。 この 他に も SB38東桁行 き 側に も 半間 の 庇が付 け ら れて い た と 考 え

ら れる が南端の柱 l 本 が確認さ れて い な い 。

ま た 、 SB32 は 梁行 き 2 問×桁行 き 3聞の 総柱の建物で あ る 。 この 建物 は SB39 と 長軸が平行 し て お り 2軒

は 同 時 に存在 し 、 密接な 関 係にあ っ た と 思わ れる 。

な お、 SB33 ・34 北側やSB32 ・SB39周 辺で は掘 立柱式建物 の 存在が予想さ れる が、 確定す る ま で に 至ら な
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第3節 W区の遺構と 遺物

か っ た 。

b) 時期

N区の 掘 立柱式建物跡の柱穴 か ら 出 土 し た 遺物 は SB39を 除い て は 少 な い 。 そ の 中か ら あ る 程度時期 が判別

で き る 資料 と そ の 時期 を あ げる と 、 SB31 出 土の須恵器椀 (第80図 No21 ) は 9 c後半、 SB32 出 土の 土師器椀

類 ( 第80図 No22 -27) は 9 c中葉~後葉、 SB35出土の須恵器杯身 ( 第82図 No 5 ) は 8 c後 半、 SB36 出 土 の

須恵器杯身 ( 第82 図 No 6 ) は 8 c後半、 SB38出土の須恵器査 ( 第82図 No 9 ) は 9 c後半と 考 え ら れる 。 ま た 、

SB39の 各柱穴か ら は 多数の遺物 が出 土 し て い る が (第81 図) 、 そ れら は 総じて 9 c後半の 年代 を 示 し て い る 。

つ ま り 、 W区の掘 立柱式建物 か ら 出 土 し た遺物 は 一部の建物 を 除 き 、 ほほ9 c後半を 中心と し た 時期 で あ

る 可能性が高い と い え る 。

( 3 ) 土抗とその出土遺物 (遺構図 :第107図 ~第115図 、 遺物 図 :第 121 図 ・第 122図 )

a) 検出 状況

N区で 発見さ れた 9 基の 土抗 は I -III区の 土抗に比べ小 型の も の が多 く 、 し か も 四角形で な く 、 楕円 形 を

呈す る も の が多い 。 I -III区の土抗 と 異な る 用途も 考 え る 必要があ る 。

b) 時期

N区の土抗出 土遺物 は 少 な く 、 し か も 破片 が多 く 器形が明確にわか る 資料は ほ と んどな い 。 この よう な 状

況で時期 の 判明す る 遺物 がま と ま っ て 出 土 し て い る の は SK1 01 で あ る 。 出 土 し た 遺物 は 土師器椀類及び須恵

器椀 ( 第 121 図 No 1 - 7 ) で あ り 、 ほほ9 c後半の 時期 と 考 え ら れる O

( 4 ) 井戸状遺構とその出土遺物 (遺構図 :第126図 ~第128図 、 遺物 図 :第129図)

a) 検出 状況

町区か ら は そ の 性格がは っ き り し な い遺構が 3 基検出 さ れた 。 平面形 は 円形 ( SE01 ) と 方形 ( SE02 ・03)

を し て お り 、 ほほ 垂直に下に掘 り 下げ、 さ ら に直径1 mほどの 円形の掘 り 下げを 中央部 に施 し て い る 。 この

よう な 遺構 は 井戸遺構に類似す る 形 態を 示 し て い る こと か ら 一 応「井戸 状遺構 Jの 名 を 付 し て い る 。 し か し 、 調

査の 結果、 底部か ら 水が し み出 る 状況には な く 、 井戸 と し て の機能か ら は ほど遠い も の で あ っ た 。

どの よう な 目 的を 持っ た 遺構 か は 今の と ころ不明であ る が、 目 的は 井戸 で あ っ た が途中でフkが得ら れな い

こと がは っ き り し た 段階で 放棄さ れた と 考 え ら れな い だ ろう か。

b) 時期

井戸状遺構か ら 出土 し た 遺物 は ご く 少 量で あ る 。 そ の 中で も 時期 を 考 え る こと がで き る の は 井戸 状遺構 2

( SE02) の土 師器類、 そ れに井戸 状遺構 3 ( SE03) の 土師器椀で あ る 。

SE02 出 土 の 土師器類 (第129図 1 . 2 . 5 ・6 ) は 9 c中葉か ら 後葉にか け て の 時期 と 考 え ら れ、 ま た SE03

出 土 の 土師器椀 も 9 c後半の 時期 と 考 え ら れる 。

これら の土器の時期 が掘 り か け て 中止さ れた と 考 え て い る 遺構 の 時期 を 表 し て い る かどう か は 何 と も い え

な い が、 そ れほどか け 離れた 時期 と も い え な い で あ ろう 。

( 5 ) 調査区遺構検出面出土の遺物 (遺物 図 :第132図 ・第133図 )

N区調査面か ら 出 土 し た遺物 は 他の調査区に比べか な り 多い 。 出 土遺物 には 土 師器杯・皿・椀、 須恵器杯・

皿・査・聾・鉢な どがあ る 。 これら の遺物 は 完 形品や破片で も 大ぶ り の も の が多数を 占めた 。 この た め、 遺

物 の 時期 を 判断す る には 好都合で あ っ た 。 遺物 の年代がわか る 資料を あ げる と 、 第132図 No15の 土 師器皿は 内

面回転ヘラ磨き が残さ れ、 8 c後半と 考 え ら れる 。 他の 遺物 は須恵器聾破片資料を 除き 、 土師器皿・椀な ど

は 9 c中葉か ら 後葉にか け て の 時期 と 考 え ら れる 。

( 6 )墨書土器など特別な出土遺物

N区で も 墨書土器 と と も に中国産青磁 ・白磁が出土 し て い る 。
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第三章 調査の成果

墨書土器には 草木文 と 漢字を 書 き 込んだ、も のがあ る 。 漢字が書かれた も ので 読解で き る の は SK1 0lか ら 出

土した 土師器椀の「仁J( 第121 図 No4 ) 、 W区調査区面か ら 出 土した 土師器皿の「上jと いう 漢字を rOJで

囲んだ も の ( 第132図 No18) 、 同 じ く N区調査区面 か ら 出 土土師器椀の「東J ( 第 133図 No 5 ) 、 同 じ く 「生J

(第133図 No 9 ) があ る 。 これら の 墨書 土器は いずれも 土器の形状か ら 9 c中葉か ら 後葉の 時期 と 考 え ら れる 。

中国産の青磁及び白磁は いずれも 掘 立柱式建物 か ら の出 土で あ る 。 SB30の柱穴 か ら は 越州窯系青磁片 ( 第

80図 No20) 、 SB39の柱穴か ら は 白磁底部 片 ( 第81 図 No13) が出 土して いる 。

な お、 SB39か ら は 当時 役人が着用した と さ れる 腰帯装飾金具の一つ で あ る 石製巡方 ( 第81 図 Na17) が出 土

して いる。 石材は 結晶質石灰岩と 考 え ら れる 。
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l はじめに
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1 はじめに
限ら れた調査期 間 、 限ら れた 調査面積、 そ れに限ら れた 整理期 間 で遺跡の 持つ 歴史的事 象を 抽出 す る の は

困難で あ る こと は 自明の こと と して 、 限ら れ た 条件の も と で遺跡 が発信す る よ り 可能性の 高い歴史的事 象を

探して みる こと にした い。

2 遺構の変遷

楠ノ木遺 跡、の調査で検出 さ れた遺構 ・ 遺物 は 全て 同 時 に存在した も の で は な い。 そ れは そ れぞ、れの遺構内

か ら 出 土した 遺物 類に考古学の遺物 型式研究によっ て 明ら かにさ れた 時期 差が見ら れる か ら で あ る 。 ここで

は 網田 龍生が発表 した 古代 の 土師器及び須恵器の 型式研究の 成果 (文 献 1 ) を 援用して 、 遺構ごと の 存続時

期 を 明ら か にし、 遺構の 組み合わせがどの よう に変遷した の か を 検討す る 。 これは遺構の 集 合で あ る 遺跡、

す な わち楠ノ木遺跡 と いう 集落の 性格やそ の 変遷を 議論す る 際の基礎と な る 。

各調査区で 解説した 遺構 な どの 出 土遺物 の年代観 を ま と める と 以下の よう にな る 。

【竪穴式住居跡】

1 . II区:遺物 の年代幅は 8 c中葉か ら lO c前半であ る が、 そ の 中心は 8 c後半か ら 9 c中葉の 時期 で あ

る 。

E区:住居数は 少 な い。 遺物 は 8 c後半� 9 c中葉の 時期 で あ る 。

百区:ill区と 同 様に住居 数は少 な く 、 しか も 遺物 も 僅少 で あ っ た 。 遺物 は 8 c後 半で あ る 。

[掘立柱式建物跡】

1 . II区:出土点数がご く 少 数で あ り 、 ま た 、 断片的な 資料で あ り 、 時期 を 明確に提出 しえ な い。

E区:出 土点数は 少 な い も の の 、 1 . II区よ り ま と ま っ て お り 、 ほほ9 c 後半を 中心と した 時期 の 可

能性が高い。

N区:一部の建物 を 除き 、 総じて 9 c後半を 中心と した 時期 で あ る 。

[土抗]

1 . II区:竪穴式住居跡 出 土遺物 と ほと んど同 じ時期 と 考 え て よ く 、 遺物群の 中心は 8 世紀後半か ら 9 世

紀中葉にあ る 。

皿区:遺物 がま と ま っ て 出 土した の は l基の みで あ る が、 そ の遺物 は 9 c中葉~後葉の 時期 で あ る o

N区:ill区と 同 様、 遺物 がま と ま っ て 出 土した の は 1 基で あ り 、 9 c後半の 時期 で あ る 。

【円形周溝遺構・井戸状遺構】

円形周溝遺構につ いて は ほと んど遺物 を 出 土して いな いた め、 時期 を 明確にす る こと は で き な いが、

井戸 状遺構につ いて は SE02出 土遺物 か ら ほぼ9 世紀後半と す る こと がで き る 。

[調査区遺構検出面]

1 . II区 8 c後半か ら 9 c 後半ま で 幅を 持っ て 出土 し て いる が、 9 c後 半の遺物が量的には 多い。

E区:出 土遺物 数が少 な く 、 言及で き な い。

W区:他の調査区に比べ遺物 は 多い。 これら は 総じて 9 c中葉か ら 後葉にか け て の 時期 で あ る 。

この よう な 調査 区ごと の 出 土遺物 か ら 見た遺構の年代観か ら 遺構ごと の 消長を 考慮す る と 以下の よう に考

え る こと カfで き そ う で あ る 。

遺構の 中で 最 も 早 く 出現 し て いる の は 竪穴式住居 と 土抗であ る 。 竪穴式住居は 8 世紀中葉か ら 見ら れ、 8

世紀後半か ら 9 世紀中葉が中心、 土抗 も 8 世紀後半か ら 9世紀後 半がそ の 中心と な っ て いる 。 これに比べ少

nhu
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し 遅れて 出 現す る の が掘 立柱式建物 と井戸状遺構で 、 大半の も の がほぼ9世紀後半の 時期 に 含ま れて い る 。

これは 遺跡 全体を 単純に 見た場 合、 竪穴式住居+土 抗から掘 立柱式建物 +土抗十井戸状遺構への 変選が見て

取れる と 言え る か も し れな い 。

し か し 、 調査区ごとに 見た場合に は やや複雑に な る よう だ。 ま ず、 1 . n区を 見る と、 掘 立柱式建物 の 時

期 が問題と な る 。 出 土遺物 が少 な く 、 時期 を 予想で き な い の で あ る 。 た だ、 1 . n区の 遺構検出 面 出 土遺物

の年代観が掘 立柱式建物 の 時期 を あ る 程度予想で き る と す る な らば、 遺構検出 面遺物 が示す 8 世紀後半か ら

9世紀後半、 そ れ も @世紀後半が中心とさ れる 時期 が 1 . n区の掘 立柱式建物 時期 の 中心を 示す こ と に な る 。

この こと は 8 世紀後半か ら 9世紀中葉がそ の 中心と 見られる 1 . n区の 竪穴式住居 と 共に 存在 し た 可能性を

示 し て い る 。

E区は遺構数が少 な く 、 そ れら の 動向 を 考 え る に は 不適で あ る が、 現状で考 え る 限 り に おい て は 8 世紀後

半か ら 9世紀中葉の 時期 を 示す竪 穴式住居から9世紀後半を 中心と し た掘 立柱式建物 へ、 共存す る ことな く

変っ て い る よう だ。

町区で は 竪穴式住居か ら の 出 土遺物 が少 な い とい う 問題は あ る も の の 、 基本 的に は 8世紀後 半の 竪 穴式 住

居か ら 9世紀後半を 中心と す る 掘 立柱式建物 や井戸状遺構への 変化が見られる 。 た だ、 SB35 ・ 36の よう に 8

世紀後半と 考 え られる 竪 穴式住居 と 同 時期 の掘立柱式建物 も 存在 し て い る 。

この よう な 調査 区ごと の 遺構の 変遷を ま とめる と 、 次の よう に な る と 考 え られる 。

楠ノ木遺跡 は 8世紀中葉か ら竪穴式住居と土抗が先行す る 形で集落が形成さ れ、 そ の 後 ( 8世紀後半か ? ) 

掘 立柱式建物 が加わる 形で10世紀初頭ま で 維持さ れた が、 E区やN区に おい て は 9世紀中葉ま で に 竪 穴式 住

居 は 見られな く な り 、 掘 立柱式建物 と土 抗、 そ れに W区に おい て は 井戸 状遺構 を 加え た 組み合わせ に 変化 し た 。

3 9世紀後半以降の調査区遺構群の性格
l で の 検討結果か ら 見え て く る 大き な 課題は 各調査区に おけ る 掘 立柱式建物 の 性格で あ ろう 。 1 . n区で

は 竪 穴式 住居 や土抗 と と も に 遺跡の 継続期 間の ほほ全期 間を 通じて 存在 し て い る よう だ。 と ころが、 田区や

W区で は 9世紀後半か らほぼ掘 立柱式建物 群だ け が存在す る ことに な る 。 つ ま り 、 9世紀後半以降は 1 . n 

区、 E区、 町区とそ れぞれの調査区で そ の 景観が異な っ て い る ことに な る 。

1 . n区は 当時 の 農 村集 落の 景観 と 考 え られる 。 竪穴式住居群の 中に掘 立柱式建物 や土抗が散在す る 景観

で あ る 。 掘 立柱 式建物 の 役割は住居か倉庫で あ ろう が、 住居 とす れば同 じ集落の 中で 旧式 の 竪 穴式 住居 に 住

む人と 新式の掘 立柱式建物 に 住 む人がい た こと に な る 。 ま た 掘 立柱式建物 の 大部 分が住居 と し て 9世紀後半

に 建 て られた 可能性も あ る 。 な お、 土 抗に つ い て は 貯蔵施設の 可能性が強い が、 断定は で き な い 。

E区は 倉庫と し て の掘 立柱式建物 が規格的に 立ち並んで い る 景観 と考 え られる 。 本 来律令体制 で の 穀倉は

方形総柱 高床式建物 が基本であ る が、 当時で も 倉庫の種類は 様々で、あ っ た よう で、 楠 ノ木遺跡の 建物 も 倉庫

で あ る 可能性は 強い 。 一応、 倉庫と し て 考 え る 理由と し て次の 3点を 挙げて お く ことに す る 。

① 1  . n区の よう に 2 間 X3聞の 建物 が中心で は な く 、 2 間X5 間 あ る い は 2 間 X 4聞と桁行 き の 長い 建物

が中心で あ り 、 し か も 桁行 き の柱 間隔が通常よ り か な り 短 く 設定さ れて お り 、 た とえ 総柱建物 で な く とも

倉庫と し て 堅牢に な る よう に 工夫さ れて い る こと。

②SB22 . SB23の 複数の柱穴か ら 焼け た 米 がま とま っ て 出 土 し て お り 、 稲穀を 収納 し て い た と考 え ら れる こと 。

③倉庫群を 建 設す る 際の 地鎮を 行 っ た と 思わ れる 須恵器埋納査が倉庫群の す ぐ西側、 1 . n区と 境界を な す

よう に 発見さ れて い る こと 。

町区は 官街 的な 建物 が配置さ れた 景観 と考 え られる 。 官衝す な わち当時の 園、 郡 、 里 ( 郷) 関 係の 施設が

あ っ た 空間で あ る o そ の 理由と し て 次の 3点が挙げられる 。

①SB39の 三面 庇建物 を は じめと し て 庇を 付 け た 建物 が少 な く と も 3棟以上 あ る こと 。

②SB39の柱 穴か ら当時 の 役人が身に つ け た 腰帯の 金具で あ る 巡方が出 土 し て い る こと 。
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3 9世紀後半以降の爾査区遺構群の性格

③SB39やSB30の柱穴か ら 、 当時で は めっ た に所 持で き な い貴重品で あ る 中国産白磁片や中国越州窯青磁片

が出土 し て いる こと 。

以上の 各調査区遺構群の 性格推定で 問題と な る の が、 E区倉庫群と W区官街 的建物群と の 関 係で あ る 。 両

者 は ほぼ同 時期 に存在 し て お り 田区の 倉庫群が町区の 官衛的建物群の一部 と な る 可能性があ る 。 た だ、 両者

には 1 00mほどの 間 隔があ り 、 官街 的建物群の 広が り と し て は やや広す ぎる 感があ る 。 両者の聞は未調査地域

と な っ て お り 、 今後の 調査 を 待た な け ればそ の 関 係性を 明確には し え な いで あ ろう 。

4 楠ノ木遺跡の歴史的位置づけ
@ 

3 で考察 し た こと を 簡潔にま と める と す れば、 楠 ノ 木遺跡 は 8 c中葉か ら 始ま っ た 集 落の 営みが続 く 中で 、

9 c後半にな り 集 落の 東側部 分が倉庫群と 思わ れる 区画や官街 的建物群と 思わ れる 区画に再生さ れ、 集 落と

と も に10 c初頭ま で 継続 し た 遺跡 と いう こと にな る 。 この場合、 一 応倉庫群は 官衛的建物群の 中に含ま れる

も の と し て 考 え て いる が、 そ う で、な か っ た に し て も 、 集落の 東側部 分が官街 的建物 群と 思わ れる 区画に変化

し て いる こと には 変わ り は な い。 そ し て 、 ここで 検討 し な け ればな ら な いの は 官衛的建物群がどの よう な 歴

史的事 象を 表 し て いる の か と いう こと で あ る 。

そ こで 、 ま ず集 落の 成 り 立ち を 考 え て みる 。 第 l章の 歴史的環境で も 触れた よう に白川中流域で 唯一の 沖

積平野を 形 成 し て いる この 地域は 初代 肥後国司道君首名 による 用水路造営伝承があ る よう に8 cに入 り 濯概

用水路が整備 さ れる こと によっ て 本 格的に圃場化さ れた と 考 え て よいで あ ろう 。 そ う で あ れば 8 c中葉を 始

ま り と す る 楠 ノ 木遺跡 は この 圃 場整備 に伴っ て 新た に生ま れた 農 耕集落と いう こと にな ろう 。 この場 合、 本

格的な 濯瓶用水路の 整備 が伝承にあ る よう に国司によ り 行 わ れた と す る な ら ば、 楠 ノ 木遺跡の 成立には 直接

国 府の意向が働いた と 見る こと も で き る 。

さ て 、 この 集 落が9 c後半を 迎え た 時 にそ の 東側部分に造営さ れた 倉庫群を 含む官街 的建物群がどの よう

な も の で あ っ た か を 考 え て みた い。 官街 と は 園、 郡、 里 ( 郷) 関 係の 公的施設と いう こと で あ る が、 ま ず国

庁、 国 府、 軍団、 駅家 ( う ま や) 、 官牧な どの 国関 係施設が考 え ら れる 。 し か し 、 現在、 これら が予想さ れて

いる 地域は いずれも 楠 ノ 木遺跡か ら は か け 離れた 地点にあ り 、 ま ず考慮 し な く て よいで あ ろう 。

そ れで は郡 関 係で は どう で あ ろう か。 郡 で は 郡 家およびそ れに付 随 し た 正倉な どが考 え ら れる 。 現在ま で

熊本県内 で調査 さ れた 郡 関 係の 官街跡 と さ れる 遺跡 には 玉名市 立願寺遺跡 ( 玉名 郡 家跡、 同 郡 倉跡) 、 山鹿市

御字国遺跡、 向上 鶴頭遺跡、 熊 本 市 渡鹿A遺跡 ( 託麻郡 家跡) 、 同 神水遺跡 ( 託麻郡 家跡) 、 同 二本木遺跡

( 飽田 郡 家跡) 、 八代市 水洗遺跡 ( 八代郡 家跡) な どがあ る 。 これら の な か で 比較対象と し て あ げ得る の は 御

宇田遺跡 と 上 鶴頭遺跡で あ ろう 。 そ れは 他の遺跡がいずれも 郡 の 中心部 にあ り 、 当然郡 家の 存在が予想さ れ

る が、 両遺跡 は 郡 家比定地か ら は 離れた 地点にあ り 、 楠 ノ 木遺跡の 立地と 共通 し て いる か ら で あ る 。

御宇田遺跡 の あ る 山鹿郡 の 郡 家は現在の 山鹿市 街地あ た り に比定さ れて お り 、 ま た 上 鶴頭遺跡 の あ る 合志

郡 の 郡 家は現在の 菊池市 酒水町住 吉の あ た り ( 合志町千束遺跡か ? ) に比定さ れて いる 。 合志郡 で は 上 鶴頭

遺跡 が合志郡 家比定地の 東側に離れて あ る と す れば、 楠 ノ 木遺跡は 南側に離れて 存在 し て いる こと にな る 。

両遺 跡、は発掘調査によ り 建物群の 様子がか な り 明ら かにさ れて いる 。 両遺跡 と も 1 0棟以上 の 掘 立柱式建物

群で構成さ れて お り 、 官街 的建物群の 特徴 と さ れる 南側に口を 聞 く 「コJの 字形に建物 が配列さ れて いる 。

し か も 、 両遺跡 とも 楠 ノ 木遺跡の よう に農 耕集 落に接し て 造営さ れて おら ず、 単独の 施設と し て 存在 し て い

る よう で あ る 。

工藤敬ーや板楠和 子は 両遺跡の 性格と し て 、 比定地か ら は 離れて いる も の の 、 山鹿郡 あ る いは 合志郡 の 郡

家、 ま た は そ の 地方の 実 情に即応さ せ て 設置さ れた 郡 家に準じる 「郡 家別院jの 可能性を 指摘 し て いる ( 文

献 2 ・ 3 ) 。 上鶴頭遺跡 を 「郡 家別院Jと し た場合、 「そ の 地方の 実 情jと は 肥後 国で は 最大の 13郷を 有 し た

合志郡 の 広さ で あ ろう 。 この た め、 859年 には 合志郡 を 割い て そ の西部 に山本郡が分置さ れる こと にな る が、

上鶴頭遺跡 は 出土土器か ら 見る と 9 c後半に も 存在 し て いる と 思わ れる こと か ら そ の機能が継続 し て いた こ
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と にな る 。

この よう に郡 家が郡 の 中心部 以外に も 「そ の 地方の 実情に即応 さ せ て 設置J さ れた と す る な ら ば楠ノ木遺

跡 も 合志郡 の 南部 に設置さ れた 「郡 家別院」の 可能性を 提示で き る こと にな る 。 た だ、 発掘調査 で 判明 し た

楠ノ木遺跡の 官街 的建物群の 配置を 見る と 「コ」の 字形配列と は な っ て おら ず、 現状で は 「郡 家別院J と は

言え な いよう だ。 つ ま り 、 上 鶴頭遺跡の よう に た と え 別院で あ っ て も 「コ」の 字形 の 建物 配列を 見せ、 ま た 、

集落遺 跡、の 近く には 造ら な いこと が「郡 家別院」の特徴で あ る な ら ば可能性 は 低いこ と にな る 。 し か し 、 皿

区と W区の聞やN区周 辺で 「コ」の 字形配列を 持つ掘 立柱式建物群が確認さ れれば再検討さ れる で あ ろう 。

最後 に里 ( 郷) 関 係は どう で あ ろう か。 里の 公的施設と し て 考 古学的に注 目 さ れる の が「里」あ る いは

「里長」の 墨書 が出 土す る 遺跡 で あ る 。 熊本県 内 で は 例は な いが、 全国的に見ればか な り の遺跡か ら 出 土 し

て いる 。 これら の 遺跡 を 里の 役所 で あ る 里家 ( 郷家) と す る 考 え 方と 、 江戸時代 の 庄屋の 屋敷が半ば村の 公

的施設の 役割を 色濃 く 持つ よう に、 あ く ま で も 里の 長の 家と す る 考 え 方と があ る よう だ。 この よう な 遺跡の

建物 は 庇を 持つ 掘 立柱式建物 数棟か ら 構成さ れて お り 、「コJ の 字形の よう な 配列は 見せ な い も の の 、 企画的

に配置さ れた 状況を 見せ る も の が多い。 この よう な 状況は楠ノ木遺跡 W区の 官街 的建物群に近い と 考 え る こ

と も で き る 。 し た がっ て 、 墨書の 出 土は な い も の の 、 1 . II区を 中心 と し て 広がる 集 落の 里長が集落の 東端

に半ば公的な 機能を 持つ 自分の 家を 建 て て いた 可能性を 提示す る こと は 可能で あ る 。

さ て 、 そ れで は これら 以外には 可能性は 指摘で き な いの で あ ろう か。 実 は文 献か ら 見る と 8 c末か ら 9 c 

にか け て 行 われた 中央政 府の 施策の 中に、 郷 ( 旦) に関 す る も の が 2 つ 指摘で き る 。 ひと つ は 791年 以来、 郡

の 正倉を 防災と 貢納の 労を 省 く 目 的で 郷に「正倉別院J ( 郷倉) を 造 り 、 分散さ せ た こと で あ る 。 この 場合、

正倉別院には 倉庫群と 共に付 随す る 管理施設が必要と な る 。 そ し て 、 楠ノ木遺跡 の E区か ら 町区にか け て の

遺構の あ り 方は この 正倉別院を 示す 可能性 を 提示で き る こと にな ろう 。 つ ま り 、 皿区の 倉庫群は 正倉別院の

一部で あ り 、 N区の建物群は 正倉別院を 管理す る 施設と いう こと にな る 。

も う 一つ は823年 大宰大弐小 野本守の 建議以来、 大宰府管内での 不作 と 疫病の 流行 による 農 民の 疲弊を 救済

す る た め実施さ れた いわゆ る 「公営田 Jの 制 で あ る 。 実施の 中心と な っ た 肥後 国で は 9 c末ま で行 われた と

さ れて いる 。 この 制 度は ま た 、 9 cに入 り 律令体制 の破綻の 進行 に対処 し て 国家の 歳入を 確保す る た めの も

の で も あ っ た 。 そ し て 、 公営田 が口分田 の 中か ら 良田 の みが選択さ れて いる こと は この こと を 物 語っ て いる 。

そ の 概略は 、 大宰府管内 の 約 6 分の l にあ た る 口分田 を 班田 す る こ と な く 、 国家が経営す る 田 、 つ ま り

「公営田 jと し て 確保 し 、 近く の 郷民に耕作 さ せ る 。 そ し て 、 耕作者が受け取る 佃巧な ど必要分が除か れた

穫稲 ( 納官分) は 国 府 ( 国街) の 正倉に収納さ れる も の であ っ た 。 この制 度で は 耕作者 1 人につ き 年 間30日

の 労働が義務づけ ら れた が、 一定の 穫稲 ( 佃巧) が配給さ れ、 し か も 調 庸、 あ る いは 雑徳が免除さ れる こと

にな っ た 。 ま た 、 l町以上の 公営田 の 管理運営は 郷民の 中か ら 「正長Jが任命さ れ、 租税と 納官分を 除 く 穫

稲は 集 落近く に造ら れた 「小 院」に収納さ れた 。

この 「小 院jの 具体的な 姿は文 献には表 さ れて いな いが、 楠ノ木遺跡の 皿区か ら N区にか け て の 遺構の あ

り 方がこの 「小 院」で あ る 可能性を 指摘す る こと は で き る だ ろう 。 この場 合、 E区の 倉庫群は 獲稲を 収納す

る た めの 倉庫群の 一部で あ り 、 W区の建物群は そ れら を 管理す る た めの 施設 と い う こと にな る 。

5 ま と め

以上、 楠ノ木遺跡の E区か ら N区にか け て の 官街 的建物 群が表す 歴史事 象がどんな も の で あ っ た か を 検討

し て きた 。 そ の 結果、 4 つ の 可能性が指摘で き る こと がわか っ た 。 そ れら を 列挙す れば

①N区の 掘 立柱建物群は 合志郡 の 実 情に 即応 さ せ て 設置さ れた 「群家別院」の 一部 で あ る 。

②E区の 倉庫群は 8 c末以降、 郡 の 正倉を 防災と 貢納の 労を 省 く 目 的で 郷に設置さ れた 「正倉別院jの 一部

で あ り 、 W区の建物 群は 正倉別院に付 随す る 管理施設で あ る 。

③N区の 建物 群は 1 . IIを 中心に広がる 集落を 中心と し た 里(郷)の 里長が住 むいわゆ る 「里家」で あ る 。

Qd
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5 ま と め

④E区か ら W区の 建物 群は 9 c中ごろ以降に実施さ れた 「公営田J か ら 収穫さ れ た 稲を 保 管 ・ 管理す る 「小

院jで あ る 。

と いう こと にな る 。

①と ②は 郡 の 施設の 分散と 考 え る も の で 、 N区の 官街的建物 群を 重要視す れば①と な る し 、 皿区の 倉庫群

を 重要視す れ ば②と な る 。 4 におけ る 分析か ら す れば①の 可能性は 少 な く 、 ②の 可能性が大き い と いえ る が、

問題は 町区の 官街的建物 群が正倉別院の 管理施設と し て ふ さ わ し いの か 、 ま た E区の 倉庫群がそ の 一部 と 考

え る 正倉の 内 容が明 ら か で ない点で あ ろう 。

③の 問題点は W区の 官街的建物 群が里家と し て も 、 E区の 倉庫群が果た し て どの よう な 性格で あ る か が不

明な 点で あ る 。 集 落に付随 し た 倉庫群と す る と 正倉別院の 倉庫がす ぐに連想さ れ る 。 そ う で あ れば、 特に里

家と し な く と も 正倉別院の 管理施設と 考 え て も よいわけ で 、 あ え て 里家と す る 根拠は 薄い。

④の場 合、 公営団の 管理 ・ 運営は 国 府 ( 国街) が任 命し た 「正長」に任せ ら れ る わけ で あ る が、 そ れで は

「小 院jの 管理施設と いえ る 町区の 官街的建物 群を 正長が管理 し て いた の か が問題で あ ろう 。 正長は いわば

農 民代表であ る 。 町区で 出 土 し た 「巡方jや中国陶磁器類を 使用し て いた と は 想像 し に く い も の があ る 。

以上、 各可能性の 問題点を 挙げて き た が、 調 査者 と し て あ え て 、 可能性を 一つ に絞 り 込むと す れ ば④と 考

え る 。 ②も 有力で あ る が、 E区及びN区の掘 立柱式建物 群は 9 c後半を 中心と し て お り 、「正倉別院」の 設置

が命ぜら れた 8 c末頃と は 時期 的に隔た っ て お り 、 公営団の 制 が開始さ れ た 9 c中頃以降にな り 「正倉別院」

が遅れて 設置さ れ る こと は 考 え に く いの で は な かろう か。

ま た 、 肥後 国で 公営田が盛んに実施さ れた 背景に国府 ( 国街) による 活発な 土 地整備 や新た な 土 地開発が

あ っ た の で は と 考 え る か ら で あ る 。 当地の 下井手の前身と 考 え ら れ る 用水路は 初代 国司による 造営伝承を 持

つ が、 県内 には い く つ かの 用水路にこの よう な 伝承が存在し て いる 。 つ ま り 、 律令体制 の 崩壊が進む中で 肥

後の 国 府 ( 国街) は 既存の 水田を 公営固化す る だ け で な く 、 自ら 土 地整備 に乗 り 出 し 、 口分田 の 中の 良田を

増や し 、 ま た 新た な 土 地を 開発 し て 公営田 化 を は か り 、 財 政を 安 定さ せよう と し た の で は な いだ ろ う か。

6 おわりに
4 つ の 可能性を 挙げた が、 真実は そ の 中にな いか も し れ な い。 やは り 、 そ れ を は っ き り さ せ る た めには E

区と N区の問、 あ る いは W区周 辺の 発掘調 査が必要で あ ろう 。 ま た 、 今回の報告で は 墨書 や巡方の 分析ま で

行 き 着か な か っ た 。 後事 を 各研究者 に託 し た い。 な お、 中国陶磁器 につ いて は 土 橋理子氏による 分析 (文献

4 ) がな さ れ て いる 。
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竪穴式住居跡実測図

- 遺構実測 は20/ 1 で行 い 、 報告書図版 は そ れを 3 / 1 に縮尺 し 、 実 すの60/ 1 で表 し て い る 。

・ 重な り 合っ た 住居跡群で そ の 新旧関 係を 把握で き な い も の につ い て は そ れぞれの住居跡 に番号 を 付 し

て い な しミ。 な お、 重な り 合っ た 住居跡 には住居番号の 両側に ( ) を 付 し て い る 。

・ 竃の 壁体は ほと んど残さ れて い な か っ た た め、 竃内 の 認定は 焼土粒を 含む層の 広が り で 判断 し 、 土層

断面 を 測 図 し た 。
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竪穴式住居跡出土遺物実測図

- 実測 図 の 縮尺 は 実寸 の 3 / 1 で あ る が、 ス ケール も 付 し た 。 な お、 第30 ・ 31 図 につ いて は 実寸 の 4 /

l で あ る 。

・ 遺物 断面 を 黒 く 塗 り つ ぶ し た も の が須恵器、 白抜 き の も の は土師器であ る O

・ 遺物断面図 と 拓本で表 し た破片 資料の 実測 図 は いわ ゆ る 傾 き を 考慮 し て いな い0

. 遺物 内 外面 の 特徴 の あ る 調 整痕跡につ いて は そ の特徴 を 注記 し た 。

・ 重な り 合っ た住居跡で 出土住居跡 が不明な 遺物 につ いて は住居番号の 両側に ( ) を 付 し た 。
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第71図 IV区S836実測図
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掘立柱式建物跡柱穴出土遺物実測図

- 実測 図 の 縮尺 は 実寸の 3 / 1 で あ る が、 ス ケ ー ル も 付 し た 0

・ 遺物 断面 を 黒 く 塗 り つ ぶ し た も の が須恵器、 白抜 き の も の は 土師器で あ る 。

・ 遺物 断面 図 と 拓本で 表 し た破片資料の実測 図 は いわゆ る 傾 き を 考慮 し て いな い0

. 遺物 内外面 の 特徴の あ る 調 整痕跡につ いて は そ の特徴 を 注記 し た 。
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土 抗 実 測 図

- 遺構実測 は20/ 1 で行い 、 報告書図版は そ れ ら を 任意 に縮尺 し て い る 。 図版内 の ス

ケ ー ルを 参照 さ れ た い 。

・ 調査期 間 の制約上、 土層 断面図 を 実測 ・観察 し な か っ た も の があ る 。 ま た 、 遺構断

面 図 を 実測 して い な い も の も あ る 。

・ 一部 の 土抗 は 竪穴 式住居跡の実測 図 と 一緒 に提 示 し て い る 。
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第83図 l区SKOl 実測函
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①:暗縄色土 土器掴片をかなり含む.ややしまっている
岳:崎禍色土 岳よりやや明るい。土器片を多融合む

①よりしまりがな〈さらさらしでいる
③ 明暗得色土 し世)!1(í).とかわりないが

明るさは①‘②よりもずっと明るい

第84図 l区SK02実測図

第85図 l区S K03実測図

① 血街色土 しまりが萄〈わりとサラサラして
いる.給性はある

②.串掴色土 色(;00とほとんど等しいがやや
しまっている

③.国褐色土 ①よりやや略〈し掛川①よりも
乏し〈ブカブカしでいる

@ 明暗掴色土 ①よりも明る〈しまっている
@ 明蝿色土 @よりも明る〈加Jと給性を稽ぴる
@ 略縄色土 縮性がもっとも描く粒子も小さい

① 

@ 

g 目 醐色土 (やや醐) 鏡台盟問平含む
. 暗闇色土 (やや砂圃) 焼e閣をかな り含む
@ : 淡鍋色土 ( し ま っ た砂置) 池山ブロ ッ ク を含む

鎗土. 闇少量
@ : 褐色土 {砂貿} 地山制緩土
岳 : 得色土 {やや給賀) 池山プロ ッ ク を かな り含む

第86図 l区S K04実測図
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g : 醐色土 (土剛} 鮎 地量
: 暗銅色土 (土質'1''1'曹、 焼土

台禽ず掴色勉山ロ
ームプロ ッ ク量λ}

@ : 靖国褐色土 {土置やや硬}
銭土、 島由量理g : 臨調色土 {土置やや唖}

: 縄色土 (土置哩、 *揖掴量量}

9 5o，cm 

① : 圃縄色土 {陵‘ 量土量刑
やや し ま っ τいる

(2) : 暗褐色土 {揖、 韓土量り } 放置置
③ : 帽色軸置土 t彊周期白土か 1 )

第87図 l区SK05実測図
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第89図 l区S K08実測図
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① . 暗褐色土 {砂置}
(2) : 暗帽色土 {や帯骨質①よ り し ま り が

あ り少量の焼土を宮む}
(3) : 掴色土 (紬置で銭土を多量に含む}
④ : 褐色土 {給置土で量土を倉ま ない}
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第101 回 目区S K24実測図
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第100図 11区S K23実測図



第103図 111区S K25実測図

第104図 111区S K26実測図
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第107図 IV区SK101実測図
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- 91 -



第109図 IV区S K103実測図
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第114図 IV区S K109実測図

第115図IV区SK110実測図



土抗内出土遺物実測図

- 実測 図 の 縮尺 は 実寸 の 3 / 1 で あ る が、 ス ケ ー ル も 付 し た 。

・ 遺物 断面 を 黒 く 塗 り つ ぶ し た も の が須恵器、 白 抜 き の も の は土師器で あ る 。

・ 遺物 断面 図 と 拓本で表 し た破片資料の実測 図 は い わ ゆ る 傾 き を 考慮 し て い な い 0

. 遺物 内外面 の 特徴の あ る 調整痕跡 に つ い て は そ の特徴 を 注記 し た 。

- 93 -



ミ主云ヲf

モユdイ
\三三�

て三三三�zグ

ミ三王Lヲイ

7 r 
/J与三F三三\

9 

。

7， 

第116図 |区SK01�03出土遺物実測図
(SKOl : 1、 SIく02 : 2�14 、 SIく03 ・ 15�17)
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第118図 | 区SK08、 10、 11出土遺物実現IJ図
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第122図 IV区S K105、 107、 108出土遺物実測図
(S K105 : 1-3、 SK107 : 4 、 SK108 : 5 )  
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円形周溝遺構 ・ 井戸状遺構実測図

- 遺構実測 は20/ 1 で行 い 、 報告書図版は そ れ ら を 任意 に 縮少 し て い る 。 図版内 の ス

ケ ー ル を 参照 さ れ た い 。

・ 調査期 間 の 制約上、 土層 断面図 を 実測 ・ 観察 し な か っ た も の があ る 。 ま た 、 遺構断

面 図 を 実測 し て い な い も の も あ る 。

・ 一部の土抗は竪穴式住居跡の実測図 と 一緒 に提示 し て い る 。
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第123図 l区S CD01実測図

①:暗褐色土(やや粕貿があり、 ー

②:醐色土(銃器< . fl l l l l l[m h 
0 1 m 

第124図 l区S CD02実測図
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第125図 日区SCD03実測図

①:暗褐色土 土器片、焼土粒、炭化物を
多〈含む、やや砂賛 ←ー

②:目的自色土 ①に比較して硬くやや明るい
色調、ロームブロッ?を
わずかに含む、無遺物層g:暗褐位

:残 位 層 ロームブロッヲを含む。 1 m

第126図 IV区S E01実測図
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①: 暗黒色土
②:陪縄色土 (焼土粒・炭化物を多く含む) ←ー
③:残 粒 層 (ロームブロッヲを含む)
④:砂質の黒色土 (焼土粒を多く含む)
⑤:残 位 層

。

。

① 

1 m  
d 

第127図 IV区S E02実測図

m
la

 

-

第128図 IV区SE03実測図
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円形周溝遺構 ・ 井戸状遺構内出土遺物実測図

- 円形周溝遺構内 か ら 出 土 し た遺物 は小破片 で あ り 実測 に 堪 え る も の は な か っ た 0

・ 実測 図 の縮尺 は 実寸の 3 / 1 であ る が、 ス ケ ー ル も 付 し た 0

・ 遺物 断面 を 黒 く 塗 り つ ぶ し た も のが須恵器、 白 抜 き の も の は土 師器 で あ る 。

・ 遺物 断面 図 と 拓本で表 し た破片資料の実測 図 は い わ ゆ る 傾 き を 考慮 し て い な い 0

. 遺物 内外面 の 特徴 の あ る 調整痕跡 に つ い て は そ の特徴 を 注記 し た 。

- 1 05 -



ミ主ヨグ
ミ王ヨ
d

E
惜

/ /イ
� 外面墨書

4

0

 

λ 

5 

。

ごζ二プ
むー 外面擾書

l 、

1 0cm \ \ 

I I 1 0  1
 
1

 

ミ主�
第129図 IV区SE02・03出遺物実測図

(SE02 : 1-11、 SE03 : 12) 
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各調査区画出土遺物実測図

- 実測 図 の 縮尺 は 実寸の 3 / 1 で あ る が、 ス ケ ー ル も 付 し た 。

・ 遺物 断面 を 黒 く 塗 り つ ぶ し た も の が須恵器、 白 抜 き の も の は 土師器であ る 。

・ 遺物 断面 図 と 拓本で表 し た破片資料の実測 図 は い わ ゆ る 傾 き を 考慮 し て い な い0

. 遺物 内外面 の 特徴 の あ る 調整痕跡 に つ い て は そ の特徴 を 注記 し た 。
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第130因 調査区出遺物実測図 ( I 区)
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写 宣 図 版

- 報告書作成期 間 の 制約か ら 、 遺構写真だ け を 掲載 し た 。

・ 調査期 間 の 制 約 か ら 写真撮影 を 断念 し た遺構があ る 。 ま た 、 そ の後、 ネ ガが紛失 し

掲載で き な か っ た 遺構があ る 。

内ぺυ噌Eム噌Eム



P L  1 SI01東 よ り

PL2 SI02東 よ り

PL3 SI04 西 よ り

P L4 SI07東 よ り

P L5 SI07南 よ り

PL6 SI (O8�10司 19�21， 26) 南 よ り

P L7 SI (O8�10司 19�21司 26) 南 よ り

PL8  SI11南 よ り

ロU1i

 

1i

 



PL9  SI1 2東 よ り

P L  1 0  SI1 3 ・ 1 4 ・ 18 東 よ り

PL1 1 SI1 3 ・ 1 4 ・ 1 8南 よ り

P L 1 2  S I 1 5 ・ 48南 よ り

P L  1 3  SI1 6南 よ り

P L 1 4  SI16南 よ り

P L 1 5  SI22東 よ り

PL1 6 SI23東 よ り

phU

 

唱Eよ14

 



P L 17 SI23南 よ り

PL18 SI24 ・ SK l 1東 よ り

PL19 SI24南 よ り

P L20 S125;1t よ り

P L21 SI27南 よ り

P L22 SI28南 よ り

P L23 SI29南 よ り 01 実測 図

P L24 SI31 南 よ り

ワr司I4



PL25 31 (32 ・ 33・34 ) 東 よ り

PL26 3 133・34 遺物 ク ロ ー ズア ッ プ北 よ り

PL27 31 (35 ・ 36 ・ 4 6) 南 よ り

P L28 3 139西 よ り

P L29 3 1 4 0南 よ り

P L30 31 (4 1・4 7) 南 よ り

P L31 3 1 4 2南 よ り

P L32 31 (4 2・4 3) . 4 4 南 よ り

口。11

 

旬EA



PL33 SI45南 よ り P L37 SI53南 よ り

P L34 S I48南 よ り P L38 S I54南 よ り

P L35 S I  ( 50・51) 南 よ り P L39 SB01東 よ り

P L36 SI52南 よ り PL40 S B01 ・ 02�t よ り
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P L41 SB03� ヒ よ り

PL42 SB04西 よ り

P L43 SB05南 よ り

P L44 SB06 ・ 07西 よ り

P L45 SB08西 よ り

P L46 SB09西 よ り

P L47 SB10�t よ り

PL48 SBl l �t よ り

nu
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PL 4 9 SB12南 よ り

Pし50 SB16南 よ り

P L51 SB17:lt よ り

P L52 SB18東 よ り

PL53 SB19西 よ り 、 手前に 須恵器壷埋納遺精

P L54 SB20西 よ り

P L55 SB21北 よ り

P L56 SB22西 よ り
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P L57 SB23西 よ り

P L58 SB24 ・ 25 (手前) 北 よ り

P L59 SB26南 よ り

P L60 SB27南 よ り

PL61 SB30 (南) ・31東 よ り

PL62 SB32東 よ り

P L63 SB33�t よ り

PL64 SB34 �t よ り

ワつU1よ



P L65 S B35東 よ り

PL66 SB36西 よ り

P L67 SB37;Jt よ り

P L68 SB38;J t よ り

PL69 S B39南 よ り

P L70 SB39酉 よ り

PL71 SB39石帯 (巡方) 出土状況

P L72 SB39白磁片出土状況

ハ〈U円ノ“1よ



P L73 SIく01東 よ り

P L74 SIく02;Jt よ り

P L75 SK03墨書土器出土状況

PL76 SK04 西 よ り

P L77 SK04 桃種子出土状況

P L78 SK05南 よ り

P L79 SK06東 よ り

P L80 SK08南 よ り

A4

 

つムtEA

 



P L81 SK08土層断面 南 よ り

P L82 SIく09;Jt よ り

P L83 SIく 1 0西 よ り

P L84 SIく 1 1 遺物出土状況 南 よ り

PL85 SIく 1 1 南 よ り

P L86 SK 1 3;Jt よ り

P L87 SIく1 3遺物出土状況

P L88 SK15 ・ 1 6酉 よ り

RU

 

つム1EA

 



PL89 SK 16遺物出土状況

PL90 SIく 17東 よ り

P L91 SK 22�t よ り

PL92 SK103南 よ り

PL93 SIく 104東 よ り

P L95 SK107�t よ り

PL96 SCD01 � t よ り
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ワム



P L97 SC D02西 よ り

P L98 SCD03北 よ り

PL99 SE01南 よ り

PL 100 SE02 ・ SK 1 1 0北 よ り

P L  1 01 SE02遺物出土状況

PL 102 須恵器壷埋納遺構検出状況1

PL 103 須恵器萱埋納遺構検出状況2

PL104 須恵器萱埋納遺構検出状況3

ウtq/UH

 



PL105 墨書土器赤外線写真1

P L  106 墨書土器赤外線写真2

P L  1 07 墨書土器赤外線写真3

PL108 墨書土器赤外線写真4

PL109 墨書土器赤外線写真5

PL1l O 

PL111 墨書土器赤外線写真7
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